
参加者 17 名   回答者 17 名  回答率 100 ％
参加者 16 名   回答者 16 名  回答率 100 ％

■ とてもよかった 100 12
■ よかった 75〜99 5
■ 普通 50〜74 0
■ あまりよくなかった 25〜49 0
■ よくなかった 0〜24 0
■ 無回答 0

＊

＊
＊
＊
＊

■ とてもよかった 100 11
■ よかった 75〜99 5
■ 普通 50〜74 0
■ あまりよくなかった 25〜49 0
■ よくなかった 0〜24 0
■ 無回答 1

＊
＊
＊
＊
＊

福島県総合療育センター 武⽥ 浩⼀郎 所⻑

■ とてもよかった 100 10
■ よかった 75〜99 5
■ 普通 50〜74 1
■ あまりよくなかった 25〜49 0
■ よくなかった 0〜24 0
■ 無回答 1

＊
＊
＊

＊
＊

３．検討事例・事例回答

ふくしまの地域医療を学ぶオータムセミナー2019

療育センターでの⼦供達の⽇常⽣活をみることができ、療育センターのイメージがついた。療育センターについて今までよく知らなかったので、よい機会であった。
こうした施設がどれ程あるのか分らないが、もっと充実させて障害児の抱える問題を解消していってほしい。

アンケート 集計結果（医学部⽣・看護学⽣）

●講演の感想をお聞かせください。

コメント

実際にセンターを利⽤されているお⼦さんの様⼦をみることができました。⼀⼈⼀⼈にあったサポートをされていることがわかりました。
DVDをみて実際のPtの様⼦がわかった。重症⼼⾝障害児について理解が深まった。まだまだ医療従事者が⾜りず、⼩児の環境がととのっていないと感じた。

コメント

話を聞くまで療育センターというものがあることすら知らなかったので、こうして知る機会を得られてうれしく思っています。
時間があれば、もう少し詳しい話を聞ければ良かったです。

１．基調講演（第1部）

保育、就学、就労と障害をもつ⼈が⼈⽣を歩んでいく中で、継続して⾒守ることができるのが医療であるということを学びました。医療の役割が⼤きいと感じました。
療育について学ぶとてもいい機会となりました。低酸素脳症のＣＴについても勉強となりました。

２．福島県総合療育センターについて

●感想をお聞かせください。

実際にどのようなケアを⾏っているか知ることができた。

福島県総合療育センター 武⽥ 浩⼀郎 所⻑

障害児医療について⼤学では詳しく扱った講義を受けていなかったので、今回分かりやすく教えて頂きとても為になった。
障害児で医療の進歩と重症化について考えさせられた。命が救えるのは⼤事だが、家族の負担について、どちらがよいのか分らない。

周産期医療が発達していることに関して問題点など特にないと思っていたが、このような問題もはらんでいるのかと驚いた。

⽇時：令和元年11⽉  9⽇ 場所：福島県総合療育センター
⽇時：令和元年11⽉10⽇ 場所：寿泉堂綜合病院

福島県総合療育センター 森⽥ 浩之 主幹兼副所⻑

普段、⼤学で⽬にする症例とは異なったので、⾊々なことを考えさせられました。⼦どもの成⻑、親や家族のこと、時間のスパンの違いなど、

病院や診療所の医療を考えるだけでは思いつかないことを考える機会となり、改めて、医療に関わる仕事の領域の広さを感じました。

症例（家庭環境も含めて）が複雑だと感じた。その⼈をケアするには、様々な職種の連携、知識が必要だと考えた。

普段ではあまり学ぶことのできない現場を知ることができ、⼤変刺激になりました。
⾼齢者の介護に対する問題は考える機会があったが、⼩児の療育について考える機会がなかったのでよい機会となった。

同じ疾患名でも、家族関係や経済状況により⼦どもの⽣活は⼤きく異なることを実感しました。

●感想をお聞かせください。

コメント

全体

全体

全体



■ とてもよかった 100 9
■ よかった 75〜99 8
■ 普通 50〜74 0
■ あまりよくなかった 25〜49 0
■ よくなかった 0〜24 0
■ 無回答 0

＊
＊

＊

＊

■ とてもよかった 100 8
■ よかった 75〜99 8
■ 普通 50〜74 0
■ あまりよくなかった 25〜49 0
■ よくなかった 0〜24 0
■ 無回答 0

＊

＊
＊
＊

●福島県 児童家庭課 後藤 ⻯也 主幹

■ とてもよかった 100 8
■ よかった 75〜99 7
■ 普通 50〜74 0
■ あまりよくなかった 25〜49 1
■ よくなかった 0〜24 0
■ 無回答 0

＊
＊
＊

＊

■ とてもよかった 100 9
■ よかった 75〜99 4
■ 普通 50〜74 2
■ あまりよくなかった 25〜49 1
■ よくなかった 0〜24 0
■ 無回答 0

＊
＊
＊
＊
＊

4．グループワーク

どうしても⾃分の⽬線になってしまうが、グループワークをすることで様々な視点を学ぶことができた。

●感想をお聞かせください。

●講演の感想をお聞かせください。

コメント

5．グループ内で⾃⼰紹介・⾼校⽣への講義

たくさんの⼈と知り合うことができとても良かったです。普段の⽣活で誰かに教えたりすることはあまりない機会だったので、

普段あまり深く考えたことのなかったテーマであり難しく感じたところもありましたが、今ある知識の中で話し合え、また話し合う中で知識もふえました。
事前に療育や制度的な⾯の知識がもっとあればよりよい話し合いになれた気がします。
とても充実した時間をすごすことができた。⾃分が考えもしなかった異⾒などもたくさんあり、多⾓的な視点で症例について考えることができたと思う。

７．グループワーク（第3部）

１⼈30秒で⾃⼰紹介だったが、みなさんの趣味や特技を知れた。⾃分を短くアピールする⼤切さを知った。

KTさんの事例が難しすぎた。しかし、実臨床では、このように答えが出ない事例もあるのだと感じた。
同じグループの⾼校⽣も⼤学⽣も⾃分の意⾒をしっかり持っていて驚きました。⾃分で考えていることの他に様々な話を聞けていい刺激になりました。
２⽇間で２回もやるのは⾟い。

緊張をとり話をする準備として適当であったと思う。

⾼校⽣のアイデアが我々医療者の卵には新鮮だった。逆に医療を学ぶ前の純粋な感覚が鈍ってきているのではないかという恐怖も覚えた。
⾼校⽣も含め、看護学⽣と医学⽣が⼀緒になって1つの物事を考える作業がとても楽しかった。

6．基調講演（第3部）

今回分かりやすく説明することの難しさを感じました。

多様な視点が得られて⼤変よかった。看護の⽅もいて、⼩児にはケアマネがいないことなど学べてよい。

⾼校⽣の⾃⼰紹介がしっかりしていて感⼼しました。部活や好きなことに熱中してとりくんでいる様⼦が話しぶりから伝わってきて⾃分もエネルギーをもらいました。

制度についても⾃分の知らないことがたくさんあることを痛感した。

●感想をお聞かせください。

コメント

実際の事例に対し考えることで現場にでたときに少し⼒になれるのではないかと思った。親の⽀援はとても考える部分だと感じた。

医療的ケア児や彼らをとりまく現状の課題、そして福島県のとりくみなどについて今まで知らなかったこと、考えたことがなかったことを⾏政の

医療的ケア児に対して⾏われている⾏政の取り組みについて学ぶことができました。ただ、時間が押して全てを聞くことができなかったのが残念です。
⾃分ではあまり意識してこなかった話だったので、とても新鮮でした。短い時間の中でのお話だったので、
もう少し話を聞くことができたらなと思いました。⾃分の中で考えさせられる話でした。

●感想をお聞かせください。

コメント

とても難しい内容だったが、現在の医療ケア児への⽀援について、分り易く説明していただけて良かった。

視点から知ることができて勉強になりました。課題に⼭積していても、できることからどんどんやっていくという⾔葉が印象に残りました。

コメント

全体

全体

全体

全体



■ とてもよかった 100 9
■ よかった 75〜99 4
■ 普通 50〜74 2
■ あまりよくなかった 25〜49 1
■ よくなかった 0〜24 0
■ 無回答 0

＊
＊
＊
＊
＊

■ とてもよかった 100 12
■ よかった 75〜99 3
■ 普通 50〜74 0
■ あまりよくなかった 25〜49 0
■ よくなかった 0〜24 0
■ 無回答 1

＊
＊

＊

＊

■ とてもよかった 100 11
■ よかった 75〜99 3
■ 普通 50〜74 2
■ あまりよくなかった 25〜49 0
■ よくなかった 0〜24 0
■ 無回答 0

＊
＊
＊
＊

＊

■ とてもよかった 100 12
■ よかった 75〜99 4
■ 普通 50〜74 0
■ あまりよくなかった 25〜49 0
■ よくなかった 0〜24 0
■ 無回答 0

＊
＊
＊

＊
＊

●感想をお聞かせください。

⾼校⽣の発表⼒におどろいた。⼈の前で意⾒や発表をするというのは今後、社会にでた時にとても⼤変になってくるし⾃分の⼒にもなり⾃信につながると感じた。
発表を聞いて質問をすることでよりその問題に対し深く介⼊できると感じた。
難しい内容だったが、質問し合って考えを深めたり、実際のところどのようであるか聞いたりして貴重な時間だった。

8．昼⾷（進路相談）

あの短時間で⾼校⽣たちが⾃分たちの⾔葉でまとめて伝えたり質問しているのにはすごいと感じました。⾃分も⾒習いたいと感じました

⾼校⽣にも様々な職種を希望している⼈がいるので、医学部以外の看護学部の⼈たちももっといた⽅が活発になると思う。
同グループの⽅と⼀緒に⾷べさせていただいて、勉強⾯など参考になる話を聞くことができました。
ここで話すことでリラックスできたと思います。

テーマが少し難しかった。医療に直結するようなテーマだとうれしかった。
柔軟な発想をもつことなど課題がみつかった。
多くの⼈と交流することができ、⾃分が得たものが⼤きかった。積極的にディスカッションに参加すること、⾃分の意⾒をしっかり持つこと、
普段考えることがなかった障害をもつ⼦供のケアについて深く考えることができ、社会的、制度的な問題に気づくことができた。

とてもしっかりした⾼校⽣の発表、受け答えを聞いて、とても刺激となった。
⾼校⽣が⾃分の⾔葉で考えていることを伝えてくれて、それは⾃分にとって刺激であり喜びでした。⼈の話を聞くこと、感じること、

もう少し話をする機会があると医療に進むにあたりアドバイスが出来たのではと思う。

発⾒することの⼤切さを改めて知ることができました。
みな個性ある意⾒だった。ただ、もう少し気軽に話せる時間があると良いと思った。

●⾼校⽣との交流についてどう思われましたか。

前回のオータムセミナー同様良かったのでこのシステムを継続してくれたらと思います。

９．グループ発表（第3部）

●講演の感想をお聞かせください。

コメント

当時の⾃分と同じような不安を抱えていて感慨深かった。
医⼤志望の⼦に対して、どうすればとかWILLがどういうものかなどが説明できた。

どのグループもテーマに対して様々な視点をもってとりくんでいることが伝わってきて本当に勉強になりました。⼈にわかりやすく伝えることは難しいことですが、

とても良い刺激になりました。次はグループでのディスカッションだけではなく、実技なども⾏ってみたい。

コメント

1つのテーマに対して深く考えることができとても良かった。福島県、社会の実情もよりくわしくしれた。

他の医療者と２⽇間事例を話し合う機会は今までなく視野を広げることができ、⾃分に不⾜して学んでいかなければならない事は何かを考えることができた。

コメント

●今回のセミナーの感想をお聞かせください。

コメント

10．セミナー全体について

全体

全体

全体

全体



■ ⻑い 76〜100 1
■ ちょっと⻑い 51〜75 3
■ ちょうど良い 50 12
■ ちょっと短い 25〜49 0
■ 短い 0〜24 0
■ 無回答 0

＊
＊
＊
＊
＊

＊
＊

＊

＊
＊

⻑すぎても予定が合わなかったりするので、２⽇間程度が⼀番時間をつくりやすく参加しやすい。

●セミナー全体の時間の⻑さについてどう思われましたか。

コメント

あったように思いました。

初めての参加でしたが、すごく刺激をもらい知らない社会資源の原状を学ぶことができた。難しい事例でしたが⾃分にとって良い貴重な経験となった。

⽇程に関しては（遠⽅から来た私としては）ちょうど良い⻑さだったと思いますが、グループワーク、⼣⾷の時間が少々冗⻑になってしまった時間が

昨年のトリアージのような実技的なものだと参加者が増えるのではないかと思った。

●ご意⾒やご要望等がありましたらご⾃由にご記⼊下さい。

過去２回のオータムセミナーはどちらも頭を使うものだけだったので、もう少し体を動かしたり実技的な⾯でのワークがあっても⾯⽩いと思った。

授業実習が忙しいので１⽇での開催だと助かるし、参加者も増えるのではないかと思った。

とても素晴らしいセミナーに参加できうれしく思いました。参加して本当に良かったです。勉学、学校⽣活ともに良き医療⼈となるため、

これ以上⻑いと疲れがたまると思うので、ちょうど良いと思いました。時間内に仕上げることも⼤切なので⻑すぎずでいいと思います。

６．その他

ちらもがんばろうと強く決⼼しました。今回のセミナーの為に尽⼒して下さったすべての⽅々に感謝申し上げたいです。

もっとあれば⾃分の視野も、もっと広くなるかなと思いました。
グループ内の⼈とは、たくさんお話させて頂いてとても良い刺激を受けることができました。他の⽅ともお話して意⾒交換できる場が
本当に有難うございました。また機会がありましたらぜひ参加したいと思います。

話し合いの内容が濃かったので、疲労感もあったからか、少し⻑く感じました。慣れてくればちょうどよいのかなとは思いました。

全体


